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温 帯 の 森 林 の 重 要 な 送 粉 者 で あ る マ ル ハ ナ バ チ が 、 人 間 に よ る 多 様 な 森 林 利 用
に よ っ て で き る モ ザ イ ク 状 の 景 観 の セ ッ ト で ど の よ う に 個 体 群 を 維 持 し て い る の
か に つ い て 研 究 を 行 っ た 。 小 川 学 参 林 の 周 辺 に は パ ル プ 用 材 や 椎 茸 原 木 の 採 集 な
ど に よ る 伐 採 跡 地 ・ 二 次 林 、 ま た 針 葉 樹 の 植 林 、 農 地 、 採 草 地 な ど の 景 観 が 見 ら
れ る 。 こ の 研 究 で は 、 主 に 2 種 の マ ル ハ ナ バ チ 種 ( 短 舌 種 の コ マ ル ハ ナ パ チ 、 長
舌 種 の ト ラ マ ル ハ ナ パ チ ) が こ れ ら の 景 観 を ど の よ う に 利 用 し て い る の か に つ い
て ウ イ ン ド ウ ト ラ ッ フ を 用 い て 研 究 を 行 っ た 。
調 査 地 と 方 法
茨 城 県 北 茨 城 市 小 川 周 辺 で 小 川 学 術 参 考 林 内 、 保 残 帯 、 二 次 林 、 針 葉 樹 植 林 地 、
伐 採 跡 地 、 放 棄 水 田 に 各 4 カ 所 ト ラ ッ フ サ イ ト を お い た 。 採 草 地 は ー カ 所 の み ト
ラ ッ プ を 設 置 し た 。
森 林 サ イ ト で は 、 林 冠 下 、 低 木 層 、 林 床 の 3 器 に ト ラ ッ プ を 設 置 し た 。 伐 採 跡
地 、 放 棄 水 田 、 草 地 な ど の オ ー フ ン サ イ ト で は 植 生 高 に あ わ せ て ー サ イ ト 当 た り
2 器 の ト ラ ッ プ を 設 置 し た 。 こ れ ら の ト ラ ッ プ を 月 に 一 度 一 週 間 設 置 し 、 マ ル ハ
ナ バ チ を 捕 獲 し た 。
結 果
ウ イ ン ド ウ ト ラ ッ プ 捕 獲 の 結 果 コ マ ル ハ ナ パ チ は 森 林 サ イ ト 、 特 に 林 齢 の 古 い
森 林 で 有 意 に 多 く 捕 獲 さ れ た 。 二 次 林 や 植 林 地 で と れ た コ マ ル ハ ナ パ チ の 個 体 数
は 学 参 林 や 保 残 帯 林 分 で の も の の 1 / 3 以 下 で あ っ た 。 こ れ ら の 事 実 か ら 、 コ マ
ル ハ ナ バ チ は 樹 木 種 の 花 を 多 く 利 用 し 、 樹 木 種 の 多 様 性 の 高 い 林 分 で よ り 多 く 個
体 数 が 維 持 さ れ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 一 方 、 ト ラ マ ル ハ ナ パ チ も 4 月 か ら 6 月 ま
で の 森 林 樹 木 が 多 く 開 花 す る 時 期 に は コ マ ル ハ ナ バ チ 同 様 、 林 齢 の 古 い 林 分 で 多
く み ら れ た が 、 7 月 以 降 は 伐 採 跡 地 、 田 園 、 草 地 な ど の オ ー プ ン サ イ ト で も 多 く
見 ら れ た 。 こ の こ と は 7 月 以 降 主 要 な 資 源 と し て 利 用 し て い る 草 本 類 の 花 が よ り
多 く 見 ら れ る オ ー フ ン サ イ ト へ と 採 餌 場 所 を 広 げ て い る こ と を 示 唆 し て い る 。
以 上 の 結 果 は 、 コ マ ル ハ ナ パ チ の 個 体 群 維 持 に は 樹 木 の 多 様 性 の 高 い 景 観 を 維
持 す る こ と が 必 要 で あ る こ と 、 ト ラ マ ル ハ ナ パ チ に 関 し て は 伐 採 跡 地 な ど の オ ー
プ ン な 景 観 も 個 体 群 維 持 の た め に は 必 要 で あ る こ と を 示 唆 し て お り 、 今 後 の 森 林
景 観 モ デ リ ン グ の 際 に は 重 要 な 情 報 に な り う る と い え る 。
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